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『相楽東部ならでは』の新たな取組！！『相楽東部ならでは』の新たな取組！！
平成２４年度　教育委員会の推進事業平成２４年度　教育委員会の推進事業

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
四
月

九
日
㈪
、
連
合
立
三
小
学

校
（
笠
置
・
和
束
・
南
山

城
）で
入
学
式
が
行
わ
れ
、

三
十
七
人
の
児
童
が
小
学

生
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。

　

新
一
年
生
は
こ
れ
か
ら

始
ま
る
学
校
生
活
に
期
待

し
て
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
す
。
九
年
間
と
い
う
義

務
教
育
を
経
て
、
大
き
く

成
長
し
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
翌
十
日
㈫
に
は
二

中
学
校
（
笠
置
・
和
束
）

で
も
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
入
学
し
た
新
一
年

生
は
連
合
全
体
で
五
十
三

人
。

　

ま
っ
さ
ら
な
制
服
に
身

を
包
み
、
小
学
校
生
活
と

は
ま
た
違
っ
た
中
学
校
生

活
に
向
け
、
新
し
い
一
歩

を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

今
日
か
ら
新
一
年
生

〜
連
合
立
小
中
学
校
入
学
式
〜

　教育委員会では、この他にも『相楽東部ならでは』の各事業に取り組み、４年目を迎える
連合教育を更に推し進めていく計画です。	 （教育委員会　学校教育課）

３小学校で“小小連携”

『我が校の自慢』とする教育活動の推進事業

　笠置・和束・南山城の３小学校では、これまで広域連合立の学校として積極的な交流
を進めてきましたが、本年度は重点事項として『管内学校間における積極的交流、相互
支援』を掲げ、“兄弟校”としての連携を一層強化することにしました。特に京都府内で
も新たな注目の事業として“小小連携”に取り組みます。
　これは、管内の課題である学校間の交流や共同学習の展開と質の高い学力の育成を図
るべく、その推進役として３校にまたがり活動する教員が府教委より加配措置されるも
ので、小学校間の連携事業の中心となります。
　具体的には、小小連携加配が拠点校の和束小学校に置かれ、笠置小学校と南山城小学
校にも出向いて、ティームティーチングによる授業や連携行事等に参画していきます。
児童の学ぶ意欲や学力の向上が大いに期待されるところです。

　本年度は、この他にも初めての試みとして、地域のよさや小規模校の特性を活かした
特色のある教育活動に取り組む各小・中学校を支援する『我が校の自慢推進事業』を設定
しました。
　これは、学校長のリーダーシップのもと、自由な発想と創意工夫により『我が校の自慢』
の具体的イメージを形づくるため、研究や協議、試行に対して財政面で支援する事業で、
『相楽東部ならでは』のキラリと光る学校づくりに役立てるものです。
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地域のサー
クル紹介

地域のサー
クル紹介

地域のサー
クル紹介

第
一
回
社
会
教
育
委
員
会
議

　

四
月
十
九
日
笠
置
町
産
業
振
興
会
館

に
お
い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回

社
会
教
育
委
員
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
会
議
で
は
今
年
度
に
計
画

し
て
い
る
社
会
教
育
事
業
に
対
し
て
の

助
言
を
い
た
だ
い
た
他
、
四
年
目
を
迎

え
た
連
合
の
社
会
教
育
を
今
後
ど
う
展

開
し
て
い
く
の
か
な
ど
議
論
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
社
会
教
育
委
員
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
す
る
事
業
も
企
画
さ
れ
、

三
町
村
間
の
交
流
に
つ
い
て
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
一
回
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　

四
月
四
日
南
山
城
村
文
化
会
館
に
お

い
て
、
平
成
二
十
四
年
度
第
一
回
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
よ
り
＂
体
育
指
導
委
員
＂

か
ら
＂
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
＂
に
名
称

変
更
し
、
気
持
ち
も
新
た
に
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
地
域
住

民
の
体
力
向
上
や
健
康
促
進
の
た
め
、

連
合
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
事
業

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

四
月
十
三
日
、「
や
ま
な
み
大
学
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
農
繁
期

を
避
け
な
が
ら
、
開
講
を
早
め
、
開
講
式

に
ふ
さ
わ
し
い
桜
花
爛
漫
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

や
ま
な
み
大
学
学
長
の
西
本
教
育
長
の

挨
拶
、
来
賓
の
手
仲
村
長
祝
辞
の
後
、
宇

治
市
生
涯
学
習
審
議
会
委
員		

六
嶋
由
美

子
さ
ん
と
筑
前
琵
琶
奏
者		

川
村
旭
芳
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
平
家
物
語
～

栄
華
の
果
て
～
」
と
題
し
、
第
一
部
で
は

歴
史
上
の
人
物
が
登
場
す
る
古
典
文
学
を

通
し
て
、
原
文
に
込
め
ら
れ
て
い
る
当
時

の
世
界
観
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
第
二

部
で
は
、
川
村
旭
芳
さ
ん
の
琵
琶
の
弾
き

語
り
、
第
三
部
で
は
、
心
に
染
み
入
る

語
り
と
筑
前
琵

琶
の
演
奏
の
共

演
に
よ
り
、
平

安
時
代
の
世
界

へ
惹
き
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

原
文
の
語
り
の

力
を
改
め
て
知

る
、
貴
重
な
学

習
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　４月号『地域のサークル紹介』の記事で、サークル名を“歌楽声”と記載しましたが、
正しくは“楽歌声（らっかせい）”ですので、訂正してお詫び申し上げます。

平
成
二
十
四
年
度

　
や
ま
な
み
大
学
開
講

　　　　琴サークル　“和
なご

み会”
　今回は、力強く弾かれる弦が雅な音色を醸し出す、風光明媚な春の季節にぴったりの
琴サークル“和み会”の皆さんを紹介します。“和み会”の皆さんは和束町を中心に活
動されており、毎月１回木曜日に和束町体験交流センターで練習されています。設立
は平成11年頃、教育委員会で実施された事業を継続し、当初からのメンバーを含んだ

5人で日頃から練習に励まれています。
講師である山口朋子先生のご縁で、『南
山城村文化のつどい』に出演されるな
ど、町内外で幅広く活躍されています。
興味のある方ならどなたでも参加でき
ますので、教育委員会までご連絡くだ
さい。

↑
琴の楽譜
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大人もWakuWork体験事業大人もWakuWork体験事業大人もWakuWork体験事業大人もWakuWork体験事業大人もWakuWork体験事業大人もWakuWork体験事業
行事予定 ちぎり絵体験教室ちぎり絵体験教室ちぎり絵体験教室ちぎり絵体験教室ちぎり絵体験教室ちぎり絵体験教室

今月の
新着図書

5
※３町村のどなたでも借りられます。
　最寄りの図書室でリクエストの申し込みをしてください。   

月
May

※３町村のどなたでも借りられます。
　最寄りの図書室でリクエストの
　申し込みをしてください。   

	７日㊊	 英会話教室	
	 	 19：30～20：40
	 	 和束町体験交流センター
	９日㊌	 英会話教室	
	 	 19：30～20：30
	 	 南山城村文化会館
12日㊏	親と子の茶道教室	
	 	 13：30～15：30
	 	 南山城村文化会館
21日㊊	英会話教室	
	 	 19：30～20：40
	 	 和束町体験交流センター
23日㊌	かさぎ・まなび塾	
	 	 14：30～15：30
	 	 笠置小学校
23日㊌	Ya'まなびClub	
	 	 14：45～15：45
	 	 南山城村小学校
23日㊌	英会話教室	
	 	 19：30～20：30
	 	 南山城村文化会館
24日㊍	健康体操	
	 	 13：00～14：30
	 	 笠置町中央公民館
26日㊏	かさぎ・まなび塾	
	 	 あそび塾
	 	 未定
27日㊐	木工教室	
	 	 9：30～12：30
	 	 笠置町中央公民館
30日㊌	かさぎ・まなび塾	
	 	 14：30～15：00
	 	 笠置小学校
30日㊌	ちぎり絵体験教室	
	 	 詳細は別記参照

タイトル 著者名

笠
　
　
置

一
般
書

道化師の蝶 円城　塔

ビブリア古書道の事件手帖①② 三上　延

あんぽん　孫正義伝 佐野　眞一

児
童
書

まほうねこダモン 円森　庸介

まいごの、まいごの、ゴンザレス 服部　千春

とっぴんしゃん　上下 山本　一力

和
　
　
束

一
般
書

平成猿蟹合戦図 吉田	修一

事実婚	新しい愛の形 渡辺　淳一

働く君に贈る２５の言葉 佐々木　常夫

児
童
書

メイはなんにもこわくない きむら　よういち

忍たま乱太郎	にんじゅつ学園の文化祭の段 尼子　宗兵衛

極寒のサバイバル 洪　在徹

南
山
城
村

一
般
書

先生とママの子育てサプリ 兵頭恵子・もとしたいづみ

返り忠兵衛江戸見聞　　春嵐立つ 芝村	涼也　他

自分でつくるおしゃれで小さな庭 天野勝美・天野麻里絵

児
童
書

みつばちみつひめ 秋山	あゆ子

パスワードはひ・み・つ 松原　秀行

本へのとびら 宮崎　駿

◆和束町体験交流センター図書室より
　《貸出日が増えます！》
4月23日㈪～5月12日㈯までの『こ
どもの読書週間』期間中に限り、よ
り多くの住民の方に
利用していただくため、通常は閲覧
日となっている木曜日についても貸
出しを行います。
　●実 施 日／4月26日	・5月10日
　●開室時間／午前9時30分
　　　　　　　　　～午後4時30分
また、オープンしました図書室外の
テラスは、土・日曜日に開放してい
ます！どうぞご利用ください。

●実 施 日／平成24年5月30日㈬
●場 所・ ／笠置町産業振興会館
　　時 間 　　9：30～
　　　　　　和束町体験交流センター
　　　　　　　13：30～
●参加対象／３町村在住・在勤の18歳以上
　　　　　　　（高校生不可）
●定　　員／各先着10名
●参加費用／600円　※当日徴収します
●受付開始／5月9日㈬		9：00～
　　　　　　教育委員会へお電話ください。
　　　　　　TEL	0774-78-4335

※詳しくは、教育委員会に置いてますチラシ、
　もしくはＨＰをご覧ください。
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　地域に暮らす皆さんが協働して自主的に、暮らしやすく魅力的な地域にしようと取り組まれる「地域力再生活
動」を京都府と㈶京都府市町村振興協会が連携して応援するため、その活動経費に対する交付金が交付されます。
　※府民の皆さんがお互いの信頼と絆をもとに、協働して、自分達の周囲の地域社会をより良くしていく力の	
ことを「地域力」と呼んでいます。
＊募集期間　第1回：4月2日㈪～5月31日㈭まで　　　第2回：9月3日㈪～10月1日㈪まで
＊対象団体　地域住民が主体的に参画し、地域力再生に取り組む団体で法人格の有無は問いません
　　　　　　（町内会、自治会、自治連合会、ボランティアサークル、老人クラブ、ＮＰＯ法人、ＰＴＡ、
　　　　　　社会福祉協議会など）。注：個人世帯は対象外です。
＊対象事例　環境保全活動、地域産業おこし、地域文化活動、地域商業の活性化、共助型福祉活動、
　　　　　　農村・都市交流活動、子育て支援活動、防災・防犯活動、地域行催事など
＊交付金の種類	

相談窓口 支援メニュー メニューの特徴
交付率（上限額）

京都府 （公財）京都府
市町村振興協会

広域振興局・
府民力推進課

①公共的サービス活動 地域住民が協力し合い、地域づくりを進
める活動

1/3以内
（100万円）

1/3以内
（100万円）

②小さな公共的
　　　　サービス活動

収入が得にくい分野で対象事業費が30万
円以下の活動

2/3以内
（20万円）

1/3以内
（10万円）

③地域力パートナー
　　　　シップ推進枠

京都府と協働プラットホームで立案した
事業に取り組む活動

1/3以内
（200万円）

1/3以内
（200万円）

ソーシャル・
ビジネスセンター

④ソーシャル・
　　　　ビジネス枠

ビジネス的な手法を活用して、安定的な
運営を見込まれる活動

1/3以内
（150万円）
（200万円）

1/3以内
（150万円）
（200万円）

＊事業の要件
項目 要件 対象とならない事業例

地 域 性
地域住民自らが取組に参加し、活動内容が地域の実情や住
民ニーズに対応していること。地域住民が自由に参加でき、
開かれていること。

会員に限定される研修会、全国的な話題を紹介
するだけの講演会、団体の活動ＰＲを目的とし
た事業など

公 共 性 地域社会に貢献する事業であること。また、その活動を通
じて、「人と人とのつながり」が強まること。

主として地域住民の楽しみや懇親のために実施
される定例の祭、盆踊り、花火大会など

持 続 性 効果が持続的に地域社会や地域住民に広く還元されること。
将来的に自立した事業運営を目指していること。

実施した後の事業効果の広がりが見えない単発
型のイベント、コンサートなど

主 体 性 地域住民の熱意と主体性のもとに行われていること。 イベント会社や他団体等に全て委託、発注する
ような事業など

工 夫 性 地域の魅力向上や課題の解決に向けて効果が見込まれる工
夫があること。

拡充した点や工夫した点がなく実施される継続
事業など

＊その他　　詳しくは各市町村担当課までお問い合せください。
　●笠置町企画観光課　	 （TEL	0743-95-2301／FAX	0743-95-3021）
　●和束町地域力推進課	 （TEL	0774-78-3001／FAX	0774-78-2799）
　●南山城村総務課　　	 （TEL	0743-93-0101／FAX	0743-93-3030）
　●京都府山城広域振興局企画総務部企画振興室（TEL	0774-21-2049／FAX	0774-22-8865)

　地域で暮らしておられるしょうがい者の方の自立した生活を支援するために、就職に関すること（ハローワー
クへの同行、登録手続き、就職先の相談）福祉サービス事業所の紹介など、働くことについてのさまざまな情報
を提供したり、相談をうけたり致します。ぜひ一度来てください。今後、この相談会が自立の一歩となるような
場所に、皆様で育ててもらえれば幸いです。相談会は毎月２回開いていきます。どうぞよろしくお願いします。
詳しくは各市町村の広報をお読みください。
◆費　用／無料
◆日　時／2012年5月8日㈫・2012年5月22日㈫
◆住　所／木津川市山城町上狛前畑12-4（JR上狛駅徒歩10分）（工房グリーンフィールドの隣です）
◆時　間／午前10時00～午後3：00（スタッフ常駐）★上記時間以外でも下記へご連絡していただければOKです。
●連絡先／しょうがい者就業・生活支援センター「あん」多田、岡本、小山、佐々木
　　　　　TEL	0774-86-5056／080-1428-3420

　平成24年度  地域力再生プロジェクト支援事業交付

　就職相談会（しょうがいのある方の相談会） 社会福祉法人京都ライフサポート協会
しょうがい者就業・生活支援センター「あん」
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　相楽郡広域事務組合（木津川市、笠置町、和束町、精華町及
び南山城村の５市町村で構成）では、平成24年6月から社団
法人相楽医師会、社団法人京都府薬剤師会相楽支部の協力を得
て、相楽会館内１階に「相楽休日応急診療所」を開設します。
　この診療所は、日曜日や祝祭日などの休日に比較的軽症な方
を対象とした応急的な診療をする初期（一次）救急を目的とし
て設置するものです。
名　　称／相楽郡広域事務組合相楽休日応急診療所
診療科目／内科・小児科
診　　察／相楽医師会に所属する医師が輪番制で出務し、診察	
　　　　　を行います。
診 療 日／日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12月31日～１月３日）
診療時間／午前９時から午後１時
受付時間／午前８時30分から午後12時30分
所 在 地／相楽会館（木津川市木津上戸15）
●６月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）
　６月	３	日㈰　内科　	 ６月10日㈰　内科、小児科　
　６月17	日㈰　内科　	 ６月24日㈰　内科、小児科　　
診療所直通電話番号　0774-73-9988（6月3日から）
【問い合わせ先】相楽郡広域事務組合事務局　TEL	0774-72-0421

　平成23年6月1日に住宅用火災警報器の設置が完全義務化になって、間もなく1年が経過します。みなさ
んはもう設置されましたか？まだの方は早急に設置しましょう。
　平成15年以降、年間の住宅火災による死者数が1000人を超えました。そのうち約６割が65歳以上の高
齢者、また死亡原因の約6割が逃げ遅れによるものでした。このことから早期の発見を目的として、住宅用
火災警報器の設置が義務化されました。
　平成17年中の消防庁調べで、住宅火災100件当たり、住宅用火災警報器の「設置なし」では死者数が7.6
人に対し、「設置あり」では死者数は2.9人と３分の１程度に減少しています。
　まだ住宅用火災警報器を設置されていないお宅は、早期に設置し、家族を火災から守りましょう。
◆相楽中部消防組合消防本部／TEL	0774-72-2119　http://www.sourakuchubu119-kyoto.jp

　5月12日は看護の日です。ナイチンゲール生誕にちなみイベントを企画しました。
と　き：5月9日㈬　9：30～11：30
ところ：公立山城病院　ＪＲ木津駅前広場
内　容：☆健康チェック（身長・体重・血圧・体脂肪・骨密度）
　　　　☆血管年齢測定　☆相談（皮膚ケア・栄養・医療）　☆乳がん自己検診　☆ハンドマッサージ
　　　　☆各種パンフレット配布　☆記念品配布
対象者：通院・入院中の方やご家族さまおよび地域にお住まいの方
問い合わせ／公立山城病院事務局　TEL	0774-72-0235　ホームページ／ http://www.yamasiro-hp/
※車でお越しの方は第２駐車場をご利用ください。

◆京都府木津警察署／TEL	0774-72-0110（代表）

症状によっては診察できない場合や二次救急病
院（公立山城病院）に後送する場合もあります。
受診前には電話で予めお問い合わせください。

　設置義務化から間もなく１年

　相楽休日応急診療所（内科・小児科）を開設します

　看護の日　健康フェスタ　2012

　消費者被害防止強化活動推進中！（5月1日～5月31日）

（骨密度検査をご希望の方は裸足になりやすい格好でお越し下さい。）
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～キーワードは、「悪質業者は、う・そ・つ・き！」～
う		うまい話を信用しない！
そ		そうだんする！
つ		つられて返事をしない！すぐに契約しない！
き		きっぱり！はっきり！断る

被害に遭いやすい訪問販売の形態
◎床下、屋根裏、屋根瓦などのリフォーム工事
◎布団、健康器具、消火器、換気扇フィルター	
　の販売
◎浄水器の販売・浄水器のフィルター交換悪質	
　商法の被害にあわないためのポイント		

◦ＪＲ木津駅東出口から徒歩５分
◦お車で来所の方には駐車場があります。





笠　置　町

〒619-1393
京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通９０‐１

http://www.town.kasagi.lg.jp/

TEL 0743－95－2301
FAX 0743－95－2961

和　束　町

〒619-1295
京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水１４‐２

http://www.town.wazuka.lg.jp/

TEL 0774－78－3001
FAX 0774－78－2799

南山城村

〒619-1411
京都府相楽郡南山城村大字北大河原小字久保14-1

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

TEL 0743－93－0101
FAX 0743－93－3030

一人ひとりの、ちょっとした工夫でごみは減らせます。
台所の生ごみをはじめ、紙くず、ジュース、ビールのあき缶、

こわれてしまった日用品……と家庭から出るごみはいろいろ、ゴミの出ない日はないくらいです。
みなさん、ごみをキッチリと分別して出してもらっていますか。クリーンセンターからごみを出すときのお願いをします。

回収しないごみ ●農機具●バイク●バッテリー●タイヤ●建築廃材など
●家電製品（テレビ・冷蔵庫（冷凍）・洗濯機・エアコン）

●農機具やバイク・プロ
パンガスのボンベなど
は回収できません。販
売店に引き取ってもら
いましょう。

家電製品（テレビ・冷蔵庫（冷凍）・洗濯機・エアコン）買替えが伴うものは、販売店に引取を
依頼してください。購入した店がわからない場合は、郵便局でリサイクル料金を振込み、役場に
搬入してください。その際、運搬料金をいただきます。

●乾電池は回収ボックスへ。
　回収ボックスを設置してい
ます。
　設置場所については役場へ
お問い合わせ下さい。

●テレビ
●冷蔵庫

●エアコン●洗濯機

お問合せ先　相楽東部クリーンセンター　　TEL0774-78-4153　　FAX0774-78-4155

相楽東
部クリーンセンターからのお知らせ
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人口・世帯数（平成24年4月1日現在）

人　口 3,156 人 (±0）
世帯数 1,246 世帯 (+8)

人　口 4,660 人 (-20）
世帯数 1,744 世帯 (-2)

人　口 1,669 人 (-8）
世帯数 696 世帯 (+3)
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